
 

 

 

 

大凧会館ＨＰ https://higashiomi-j.com/oodakokaikan/ 

ブログ発信中 https://gj-gj.com/users/oodako_museum 

編集・発行 世界凧博物館東近江大凧会館 令和８年７月 30日発行 

 〒527-0025 滋賀県東近江市八日市東本町 3 番５号 

TEL：0748-23-0081 FAX：0748-23-1860 

ＩＰ：050-8034-1140 

開館時間：９時～１７時 休館日：水曜日、第４火曜日、祝日の翌日 

平成１８年度から指定管理者制度により（公財）東近江市地域振興事業団が管理しています。 

毎月第３日曜日は「家族ふれあいサンデー」 東近江市民の方は、「ふれあいカード」をお持ちの上、家族でお越し下さい 

夏休み特別企画 

＝「ORIGAMI-かたちの気配-」好評開催中！＝ 

入館料 大人 300 円 小中学生 150 円 

 
大凧会館の臼田です。蝉の声が響き始め、外に出るのが億劫

になる季節がやってきましたね。今年の夏は皆さんどのように

して乗り切られるのでしょうか？プールや海、川も良いです

が、快適な環境の図書館や博物館で過ごしてみるのもオススメ

です！ということで今回は開催中の企画展の様子についてご紹介しよう

と思います。 

さて、大凧会館では９月６日（日）まで、夏休み特別企画「ORIGAMI-

かたちの気配-」を開催中です。本

企画展では「コンプレックス系」

と呼ばれる創作折り紙 46 点を展

示しています。どの作品も鱗や羽

が精密に折られ、目や口まで再現

されているなど非常にリアルで立

体的な表現が特徴です。1 枚の四

角い紙を「折るだけ」で作られた

とはとても信じられない作品に、

来場された方々は自然に「え、す

ごすぎ」と口にされていました。

2ｍ四方サイズの紙を用いて約二

か月で完成された「ヤマタノオロ

チ」などは特に見応え抜群です

よ！ 

また、作品だけでなく「展開図」

とよばれる折り紙の設計図を実物

大にし、一緒に展示しています。

実際におられた紙のサイズで展開

図を見られる機会はなかなか無い

ですよ☆展開図には山折りと谷折

りの線が描かれており、手順通り

にその線を折っていくと作品が出

来上がります。と、簡単には言え

ますが一朝一夕にできるものでは

ありません（笑）。何百枚何千枚と

折り紙を作ってきた人たちだから

こそできる綺麗に折り上げる技術

がたくさん込められているんです

ね。設計と表現技術の両方から「折

り紙」のもつ魅力に迫り、あなたの中にある芸術や工学、数学などの才

能を開花させてみませんか！？ 

 

＝7/26 折り紙チャレンジ成功なるか！？＝ 
７月２６日（日）には大凧会

館別館にて、体験教室「親子で

折り紙チャレンジ！～リアルな

生き物を作ってみよう～」が開

催されました。作品を展示して

いただいている袋井一樹さん、

小木曽浩也さんを講師としてお

迎えし、親子でナンヨウマン

タ・イルカを折りました。一工

程ずつ順番に折り方を教えてい

ただき、分からない部分や難しい

部分は先生たちが丁寧にフォロ

ーをしてくれていました。かなり

折り慣れていないと少し難しく

感じる所もありましたが、皆さん

きっちり 1 時間半で完成されて

いました！「折り紙チャレンジ」

は成功ということで、参加された

皆さんには今後マンタ・イルカ折り紙マスターを目指していただきたい

とおもいます！（笑） 

今回講師をしていただいたお二人は「YouTube メンバーシップ特典」

でのオンライン折り紙講座や、京都・大阪・神戸を会場とした「折り紙

探偵団関西例会」での対面折り紙講座などもされています。親子で折り

紙チャレンジ！に参加された方も参加できなかった方も是非一度そのよ

うな機会に参加してみてはいかがでしょうか？ 

＝夏休み凧作り教室＝ 

～カブトムシ・クワガタムシ～ 
東近江大凧会館では、7 月 25 日（土）に夏休み体験教室

「親子凧作り教室」を開催いた

しました。午前中は「カブトム

シの凧」、午後からは「クワガ

タムシの凧」です。「カブトム

シの凧」を作られたのは１２組

の親子さん、「クワガタムシの

凧」を作られたのは６組の親子

さんでした。酷暑の中ご参加い

ただきありがとうございまし

た。 

「カブトムシの凧」「クワガ

タムシの凧」とも、縦約 90 セ

ンチ、横約 60 センチの大きさ

で、初めに「カブトムシ」や「ク

ワガタムシ」の形に切りとった

和紙に、子どもたちが自分の好

きな色を塗ります。絵具が乾い

た後、骨組の作業です。「竹骨」

にボンドをつけ、紙に貼る作業

と「竹骨」が重なっている部分を糸でくくる作業です。糸をくくる作

業は、難しいので、親子で協力しながら取り付けします。 

今年も茶色だけでなく、ピンク・紫・青・黄色の凧や虹色に塗った

凧などオリジナリティ豊かな凧が出来上がりました。 

親子の共同作業による凧作りはとても微笑ましいものでした。日ご

ろあまり経験したことのないような作業でしたが、凧が完成した時の

お子様の得意げな笑顔はとても印象的でした。 

 また、完成した凧を駐車場で、試しあげをしておられる方もいらっ

しゃいました。５ｍ程度の糸を伸ばしてよく揚がることを確認されて

いました。あとは、糸をもっと伸ばした本格的な凧あげです。電信柱

のない広い公園で大空に今日作った凧を揚げて楽しんでください。 
 

 



＝姉妹都市からの来館が相次ぐ＝ 
東近江大凧会館に、東近江市の姉妹都市である韓国・場岩面（チャンア

ムミョン）とカナダ・テーバー市から訪問団が来館されました。 

【6 月 30 日】韓国・場岩面の皆さんをお出迎え 

場岩面からの来館では、館内に展示

された迫力満点の大凧を見学したほ

か、大凧の歴史や文化を凝縮したビデ

オを鑑賞。参加者の皆さんは興味津々

の様子で大凧の魅力を楽しんでいまし

た。最後はみんなで笑顔の記念撮影を

行い、会館からはオリジナルの「てぬ

ぐい」と「ピンバッジ」をプレゼント

しました。 

【7 月 9 日】カナダ・テーバー市の 11 名がオリジナル凧づくりに挑戦 

テーバー市から訪れた 11 名の皆

さんは、100 畳敷大凧の見学やビ

デオ鑑賞に続き、凧作り体験に挑

戦。東近江大凧独特の「判じもん（文

字と絵の組み合わせ）」に刺激を受

けたようで、真剣かつ楽しそうに世

界に一つだけのオリジナル凧を完

成させていました。お土産のオリジ

ナル手ぬぐいを粋に頭に巻いてポ

ーズを決める姿も見られ、終始笑顔

の絶えない時間となりました。 

場岩面、テーバー市の皆さん、ご来館ありがとうございました！ 

＝チャレンジ“大凧”参加者募集＝ 
空に舞い揚がる大きな凧

を、君の手で作ってみませ

んか？ 

東近江大凧保存会では、

8 畳サイズ（約 4m 四方）の大凧を

作る「チャレンジ“大凧”」の参加

メンバーを募集しています！大凧

保存会のみなさんが最初から最後

まで丁寧に教えてくれるので、初め

てでも大丈夫です。墨入れや色付

け、竹の骨組み作りなど、みんなで

協力して迫力満点の大凧を作り上

げましょう。１１月には広いグラウ

ンドで自分たちの凧を大空へあげ

ます。対象は東近江市内の小学 4〜

6 年生。ものづくりや新しいことに

挑戦したい子、友達と一緒の参加も

大歓迎です！（もちろんひとりでも

OK！）みんなで力を合わせて、東近江の空にかっこいい大凧を揚げよう！ 

●開催期間：令和８年９月～令和９年１月（詳しくは下記のとおり） 

●開催場所：東近江大凧会館別館（制作拠点） 

●募集要項：東近江市内の小学４年、５年、６年 

●参加費：1,000 円 ●締切：８月３０日（日）まで 

●内容：制作大凧／８畳敷き（約４ｍ四方）１枚 

●日程 （いずれも午前９時３０分から午前１１時３０分まで） 

凧作り  ９月１２日（土）：説明・のりつけ式 紙継ぎ 

９月１９日（土）：墨打ち・紙巻き 

９月２６日（土）：下絵・紙巻き 

１０月 ３日（土）：墨入れ・朱墨 

１０月１０日（土）：色付け 

１０月１７日（土）：骨組 

１０月２４日（土）：骨組（絵骨） 

１０月３１日（土）:合体・願い札貼り 

１１月 ７日（土）：糸調整 

 大凧揚げ １１月１４日（土）  

（東近江市総合運動公園多目的グラウンド） 

まとめ  １２月 ５日（土）：まとめ、今後の大凧との関わり方 

祝新成人大凧揚げに参加 

１月１０日（日） 午前１１時３０分から午後２時 

（聖徳中学校グラウンド） 

参加申し込み方法 フォームもしくは電話（0748-23-0081） 

詳しくは大凧会館サイト（https://higashiomi-j.com/oodakokaikan/） 

 
申込フォーム 

＝子ども応援事業 「作って飛ばす！紙飛行機教室」＝ 
 「どうしたらもっと遠くまで飛ぶん

だろう？」 

そんな科学のヒミツを、楽しく学べ

る紙飛行機づくりの体験教室を開催します！ 

講師にお迎えするのは、立命館大学飛行機研

究会 RAPT のみなさん。飛行機のスペシャリ

ストたちが、よく飛ぶ紙飛行機のコツを分かり

やすく教えてくれます。工作のあとは、体育館

で、いよいよフライトタイム！自分なりにおも

りや羽を調整して一番飛ぶ飛行機を目指しま

しょう。材料はすべてこちらで用意しますので、手ぶらで気軽にご参

加いただけます。 

開催日時 ２０２６年９月２０日（日） 9:30～11:30 

対象者   小学生（保護者同伴） 

会 場   湖東体育館（東近江市池庄町 488 番地） 

定 員   ５０組（内 20 組はご招待） 

参加費   ８００円（ご招待の方は無料） 

参加申込みについて 
☆無料ご招待に応募する（20 組様） 

7 月 18 日（土）から 8 月 23 日（日）ま

での期間中に大凧会館へご来館された方に、

抽選券をお渡しします。お名前・学年・電話

番号・住所をご記入のうえ、半券を受付にお

渡しください。 

抽選結果のご連絡 8 月 24 日（月）9:00 より順次お電話いた

します。 

☆通常申込み（30 組様） 

受付期間 8 月 28 日（金）10:00 ～ 9 月 4 日（金）正午まで 

申込方法 東近江市地域振興事業団講座オンラインシステム、ま

たはお電話にて承ります。 

https://p-gakushu.jp/higashiomishi-jigyoudan/index.php 

電話 0748-23-0081 

※定員を超えるお申し込みがあった場合は抽選となります。 

抽選結果は 9 月 5 日（土）以降、順次ご連絡いたします。 
 

＝八日市南高校の地域支援活動部 ２畳敷大凧飛揚＝ 
 八日市南高校の地域

支援活動部が、２畳敷

大凧の飛揚に挑戦し

ました。今回の大凧に描かれた

絵柄は、石川県の輪島高校から

のアイデアをもとに制作した

もので、復興のシンボルである

ヒマワリや、愛らしい動物のケ

ープハイラックス、そして能登

の祭りを象徴する灯篭とキリコが鮮やかに描かれ、そこには「続」の

一文字が添えられています。これには、被災地の復興をこれからも「継

続」して支援していくこと、そして大切な伝統文化を絶やさずに「継

続」させていくという、願いが込められています。 

＝琵琶湖まんだら e-radio ＝ 
 びわ湖放送と FM 滋賀が共同

制作する「琵琶湖まんだら」は、

滋賀の世界に誇る自然環境とそ

の周辺に広がる人々の暮らしや

文化の魅力と大切さをテレビと

ラジオで紹介する番組です。第

39 回は東近江市八日市地区です。７月２日から放送となった FM 滋

賀（e-radio）に放送を下記のアドレスから聞くことができます。 

https://www.e-radio.co.jp/biwakomandara/ 

＝２０２６年８月の予定＝ 
「ORIGAMI-かたちの気配-」開催中 ９月６日（日）まで 

 ６日（木） こども園 あっぷる 見学 

７日（金）～１３日（木）  

京都ノートルダム女子大学 インターンシップ学生 受入れ 

 ９日（日） 親子凧作り教室 

～カブトムシ・クワガタムシ～の凧を作ろう～ 

１１日（火） コマ作り・けん玉作り教室 

１６日（日） 家族ふれあいサンデー 

８月休館日：８/５・８/12・８/19・8/25・8/26 
  

 

https://higashiomi-j.com/oodakokaikan/
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